
浄慶寺と秋葉神社  川崎市麻生区上麻生 6-34-1 

 

寺は元和元年（1615 年）の開山。浄土宗。本尊は阿弥陀如来。緑の丘に囲まれ、梅雨時に

なると昭和 42 年（1967 年）ごろから植え始めた 1,000 本を超えるアジサイが咲き、「柿生

のあじさい寺」と呼ばれている。一対の狛犬は近年、東京小石川傳通寺（徳川家康の実母の

菩提寺）より移された。また、境内には表情豊かな羅漢像群が出迎えてくれる。浄慶寺上の

右手山腹には秋葉神社がある。(新編武蔵風土記稿) 

 

   
山門をくぐると右手に鳥居が   浄慶寺本殿        本殿内部 

   
伝通院から移設された狛犬   神社から見た浄慶寺     秋葉神社の全容 

   
 

   
 



   
 

   
 

   
 


